


























念事業の一環として創設された関西学院大学で唯一の理系学部である。物理学科と化学科の二学科で構成され、入学定員はそれぞれ五〇名であった。こ 理 部は、科学技術の目覚ましい進歩の波に乗って、小さいながらもその特性を生かし、 順調に発展を遂げてい 関西学院大 では、一九八〇年代中頃から、科学技術教育の充実と拡大の必要性が強く認識されるよう なり、とりわけ急速 発展していく情報科学と生命科学の分野の拡充を含め 理 部拡充の議論がなされるようになった。 こ ような動きの中で、理学部がその将来の姿を模索し、改組と拡充の計画を推進
した道程を振り返るのがこの小文の目的である。　
この計画が議論された一九八〇年代中頃から二〇〇〇年









は、日本だけでなく、世界的に理工系分野 学部の新設・拡充が行われた時代であ その背景 一つは、一九五七年一〇月四日にソヴィエト連邦によって打ち上げられた人類史上はじめての人工衛星スプートニク一号に象徴される、一九五〇年代後半に始まる世界的な技術革新競争である。二つ目は、第二次世界大戦後の日本経済 発展を促す
ために、科学技術の力を生かして優れた製品を生産し、それを輸出することによって日本の経済力を高めていこうとする日本固有の事情によるものである。この政策は国民所得倍増計画として成功をおさめるが、そのためには理工系分野の人材を多数必要とすることになり 日本国内の多くの大学で理工系学部の新設や拡充が行われ、理工系学生急増が図られた。　
このような世界的な流れの中で、関西学院は一九五九年























をもたらした。半導体、液晶、誘電体など物性分野の研究は我々の日常生活に欠かせないものとなり、 卒業生は企業研究所、教職をはじめとして幅広 分野で活躍し、高い評価を得ていった。入学志願者も増加を続け、 九九一年度入試におい 、第二次ベビー・ブームの影響もあり、理学部志願者数は三、 六八八名とピークを迎えた。　
この頃から、コンピュータの高速化やパソコンの普及に
























画委員会（第三期）答申では、関西学院が二一世紀を見据えて発展していくためには理 部の拡充が不可欠であり、『土地と財政の許す限り』において早期実現を目指して取り組むべき課題であると位置づけ、理学部案、理 部案を含めて早急に検討するこ を促した。　
ここで言われている『土地』 ついては、関西学院大学
は従来から文部省より校地面積が不足しているとの指摘を
















































れ、これから始まっていく理学部拡充計画の骨子となり、理学部の方向性を決めることになる。この答申の中での大きな決定の一つは、新理学部を神戸三田キャンパスに設置するということであった。校地面積についてはその後も文部省の見解に変わりがなく、理学部が望んで た定員増を伴う拡充を行う は、この問題が大きなハードルとして横たわっていた。さらに、一九九三年度以降の大学設置に関する審査の取扱方針では、収容定員増は原則として抑制であるが、情報など特別の人材養成に係るもので、特に必要と認められるものは抑制 例外の取り扱いになるとされいた。しかし、例外条項に該当する場合でも、工場等制限区域等における申請は抑制とされた。大学の校地はに含まれ、西宮市の場合、工場等制限区域 市域 部であるが、その中に上ケ原キャンパスが含まれて た。数理情報学科を抑制 例外の取扱となるよう 計画で たとしても、上ケ原校地では収容定員の純増を は極めて困難な状況であった。　
数理情報学科と生命科学科の増設時期をずらしているの





































































































































































































































た時期は、教室、研究室や学生実験室などの建設関係の計画はほとんど固まっており、変更は困難な状況にあった。さらに、各学科に配分される教員数は既に決まってい理学部の学科増設と改組に伴う教員の増員数は、増設学科の情報科学科に一七名、 改組に七名の合計二四名であ た。改組に伴う増員の内訳は、生命科 系に三名、数学系に三名、語学 一名で、化学科生命科学コース 配分される教員数は 既存の生命科学系教員四名と合わせて、 七名であった。大学設置基準では 設置には最小八名の教員が必要とされ、一名分不足した状況にあった。理学部の中で調整が行われたが、物理 科に所属してい 四 の数学教員の理解を得て、物理 科数学コースに配分される予定であった教員数七名のうち一名分を生命科学科 のため回すこととなった。こ ような調整 踏まえて 一九九九
年一一月一〇日の理学部教授会において、生命科学科設置構想が了承された。なお、この決定 対し 物理学科数理科学コースが数学科として独立する場合には、他学科は教員人数について理解と協力をすることが付帯事項とされた。数学の分野は後述するように、二〇〇二年四月から物理学科の中の数学専攻として、 物理学科の枠内ではあるがカリキュラム上は 分野 独立性 高い教育を行うことができる専攻制を導入した。二〇〇九年四月には数理科学科 して独立することになる。　
関西学院では一九四八年四月に新制大学が発足したが、
新制大学の制度として、そ カリキュラムに 般教育科目が設けられ、その中で自然科学関係 科目の履修が卒業の要件とされた。文系中心の関西 院大学では、生物学は学生にとって親しみやすい 目となり、新制大学発足時より小島
 吉雄
 助教授 （後に、 教授） が中心になって担当された。









































あり、理学部教授会の中で混乱を見た。しかし、理学部の神戸三田キャンパスへの移転・拡充時にあわせて変更する方が社会により強いインパクトを与えることが期待できさらに、新しい情報科学科が工学的内容の強いものであることも明確になる等の理由により 二〇〇〇年一一月一五日の理学部教授会は、二〇〇二年四月から理学部を理工学部に名称変更することを議決した。そして、二〇〇一年一月二六日の大学評議会で、二〇〇二年度から理 部 理工学部に名称変更することが承認された。　
これで理学部から理工学部への改組・拡充の計画は最終



















































次・二年次週三回の英語授業を実施するようになった。三年次には科学技術英語、科学技術英語実習の選択科目を開講し、科学技術英語実習では夏季休暇中に千刈キャンプ場で一週間 英語のみでの生活を送る実習を実施した。こうした英語カリキュラムへの取り組みが評価され 二〇〇五年度に「理系のためにデザインした英 教育プログ 」として文部科学省 特色ある大 教育支援プログラム（特色ＧＰ）に採択された。　
二〇〇一年一〇月一日に、上ケ原キャンパス及び神戸三
田キャンパス双方のシャトルバス・ロータリーにおい両キャンパスを結ぶシャトルバス 出発式が行われ、シャトルバスの運行が始まった。そして理学部が神戸三田キャンパスで授業を開始した。二〇〇二年三月一六日 、理部チャペルにおいて、関西学院大学新学 開設記念式典が挙行され、引き続いて新学科開設記念パーティーが神戸三田新阪急ホテル（現在の三田ホテル）において開催され 。　
二〇〇二年二月の一般入試において、学科増設に伴い理






















何度も会合を持った。移転後は、クリスマスを始めとした大学の行事はすべて両学部合同で行った。Ⅳ号館は入学定員の二八六名に若干の余裕 見た程度の人数を収容することを前提に設計され おり、いわゆる大教室と呼ばれるものはなかった。総合政策学部 校舎も似たようなものであった。そのため、Ⅵ号館が建設されてその中に大教室ができるまで、両学部合同で集まりを持つのに十分な広さの教室はなく、会場はいつも超満員で溢れかえ てい 。キリスト教関係の行事に 、両学部 学生達がいつも音楽を楽しませてくれた。　
理学部は、恵まれた環境の中で教育と研究が行われたと
言える。しかしそれを支えていくための財政面にお は厳しいものがあり、文系学部 理解なしには成り立たな状況にあった。法人や大学の理解もあり そのことが大きく表面化することはなかった。しかし、理学部拡充構想の背景には、教育と研究の観点からだけではなく、スケールメリットを生かして財政状態を少 でも健全なも に改善していきたいという考えがあった。移転を決めた理由 一












に、小西教授と佐野教授は、学部長退任後も副学長このプロジェクトに長く携わられ、そのご苦労には計り知れないものがあった。臨時的定員増の恒常的定員化 助けられた幸運 あった。これがなければ生命科学科の設置はさらに遅くなったと思われる。総合政策学部が設置され時のノウハウが大い 生かさ た 事務部門もその時整備され、大学事務室にあった大学設置の担当の方々には数多くの文部省との 前相談や提出書類の作成など、思い返せば、ずいぶんお世話 なった。二〇〇〇年度 末に 設置
102
申請の書類を提出するのに同伴したが、文部科学省の建物の中を、大量の提出書類を台車に乗せて担当部局まで運んだのが昨日のように思える。認可が下りた二〇〇一年五月は、理学部事務室は移転の準備で多忙を極めていた時期である。北山
 雅博
 事務長や重松
 正己
 課長を中心に、事務
室の方々全員が、理工学部へ変わって行くことへの準備に、緊張感と意気込みをもって取り組まれていた姿が今も記憶 新しい。　
理学部の改組と拡充に携わられた多くの方々を思い出
しながら、この小文を書きました。振り返るには不完全、不十分 内容ですが、これで閉じることにします。理工学部の発展を願っています。
